よる 外 はない と 論断した。 武士道なる もの は、 決して 

偏狭なる 島国 民の 道徳 を 以て、 目 せらるべき もので な 

い。 却て その 中には、 欧米 各国の 基督教 的 精神と、 一 

致すべき もの さへ ある。 この 武士道に よって、 現代 日 

本の 思潮に 帰趣 を 知らし める 事が 出来るならば、 それ 

は、 独り 日本の 精神的 文明に 貢献す る 所が あるば かり 

ではない。 延いては、 欧米 各国 民と 日本国民との 相互 

の 理解 を 容易に すると 云 ふ 利益が ある。 或は 国際 間の 

平和 も、 これから 促進され ると 云 ふ 事が あるで あらう- 

—— 先生 は、 日頃から、 この 意味に 於て、 自ら 東西 両 

洋の 間に 横 はる 橋梁に ならう と 思って ゐる。 かう 云 



—— 君、 梅 幸と 云 ふの は 何 だね。 

II 梅 幸 —— です か。 梅 幸と 云 ひます の は、 当時、 

丸の 内の 帝国 劇場の 座附 俳優で、 唯今、 太閤 記 十 段 目 

の 操 を 勤めて 居る 役者です。 

小 倉の 袴 を はいた 学生 は、 I 〈-穀 に、 かう 答へ た。 I 

I だから、 先生 は スト リント ベルクが、 簡 勁な 筆で 論 

評 を 加へ て 居る 各種の 演出 法に 対しても、 先生 自身の 

意見と 云 ふ もの は、 全然ない。 唯、 それが、 先生の 留 

学 中、 西洋で 見た 芝居の 或る もの を 聯想させる 範囲で、 

幾分 か 興味 を 持つ 事が 出来るだけ である。 云 はば、 中 

学の 英語の 教師が、 イディオム を 探す 為に、 バ アナ ァ 



が、 柔 な 口髭に とどかない 中に、 婦人の 語 は、 突然、 

先生の 耳 を おびやかした。 茶 を 飲んだ もの だら うか、 

飲まない もの だら うか。 —— かう 云 ふ 思案が、 青年の 

死と は、 全く 独立して、 一瞬の 間、 先生の 心 を 煩 はし 

た。 が、 li 時まで も、 持ち上げた 茶碗 を、 片 づけずに 

置く 訳に は 行かない。 そこで 先生 は 思 切って、 がぶ り 

と 半 碗の 茶 を 飲む と、 心 もち 眉 を ひそめながら、 むせ 

る やうな 声で、 「そり や あ」 と 云った。 

—— …… 病院に 居りました 間 も、 よく あれが お 噂 

など 致した もので ございま すから、 お 忙しから うと は 

存じ ましたが、 お知らせ かたがた、 お礼 を 申 上げよう 



中で、 さっきから、 左の 膝 を 右の 膝の 上への せて、 頭 

を 籐椅子の 背に もたせながら、 ぼんやり 岐阜 提灯の 赤 

い 房 を 眺めて ゐる。 例の スト リント ベルク も、 手に は 

とって 見た ものの、 まだ 一 頁 も 読まない らしい。 それ 

も、 その 害で ある。 II 先生の 頭の 中 は、 西 山 篤 子 夫 

人の けなげな 振舞で、 未だに 一 ぱいに なって ゐた。 

先生 は、 飯 を 食 ひながら、 奥さんに、 その 一 部 始終 

を、 話して 聞かせた。 さう して、 それ を、 日本の 女の 

武士道 だと 賞讃 した。 日本と 日本人と を 愛する 奥さん 

が、 この 話 を 聞いて、 同情し ない 箬 はない。 先生 は、 

奥さんに 熱心な 聴き 手 を 見出した 事 を、 満足に 思った。 



まで 閑却され てゐた 本に、 気がついて、 さっき 入れて 

置いた 名刺 を 印に、 読み かけた 頁 を、 開いて 見た。 丁 

度、 その 時、 小間使が 来て、 頭の 上の 岐阜 提灯 をと も 

したので、 細 い 活字 も、 さほど 読む のに 煩 はしくない。 

先生 は、 別に 読む 気 もな く、 漫然と 眼 を 頁の 上に 落し 

た。 スト リント ベルク は 云 ふ。 —— 

II 私の 若い 時分、 人 は ハイ ベルク 夫人の、 多分 

巴 里から 出た ものら しい、 手 巾の こと を 話した。 それ 

は、 顔 は 微笑して ゐ ながら、 手 は 手 巾 を 二つに 裂く と 

云 ふ、 二重の 演技であった、 それ を 我等 は 今、 臭味と 

名 づける。 …… 



上 眼 を 使 ひながら、 ぢ つと、 秋草 を 描いた 岐阜 提灯の 

明い 灯 を 眺め 始めた。 …… 

(大正 五 年 九月) 
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